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は
じ
め
に

大
阪
市
で
は
、
平
成
八
年
か
ら
九
年
（
一
九
九
六
～
七
）
に
か
け
て
故
十
四
代
鴻
池

善
右
衞
門
氏
よ
り
三
八
六
件
三
、
三
五
八
点
に
お
よ
ぶ
鴻
池
家
ゆ
か
り
の
資
料
群
（
鴻

池
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
寄
贈
を
受
け
た
。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
鴻
池
家
に
伝
来
し

た
服
飾
品
の
ほ
か
に
一
七
〇
点
に
及
ぶ
裂
類
が
含
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
展
示

と
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る（
1
）。
こ
れ
ら
の
多
く
は
「
新
渡
裂
」
と
呼
称
さ
れ
る

十
七
世
紀
以
降
に
将
来
さ
れ
た
裂
類
で
、
仕
覆
の
解
袋
、
端
切
れ
、
反
物
で
あ
り
、「
文

政
六
年
七
月
」「
巾
七
寸　

丈
五
寸
」「
■
化
二
丑
八
月
改　

大
極
上
惣
金
錦
」
な
ど
の

付
箋
が
附
け
ら
れ
た
り
、
諸
処
に
大
小
の
切
り
取
り
と
書
き
込
み
が
加
え
ら
れ
た
裂
地

な
ど
も
含
ん
で
お
り
、
鴻
池
家
に
お
け
る
裂
地
利
用
の
痕
跡
を
如
実
に
確
認
で
き
る
資

料
群
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
鴻
池
家
伝
来
裂
類
の
調
査
研
究
を
目
的
と
し
て
、
同
家
に
保
管
さ
れ
て
き

た
古
文
書
類
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、「
袋
切
表
具
切
之
控
」ほ
か
数
種
の
裂
類
に
関
す
る

記
録
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
か
で
も
「
袋
切
表
具
切
之
控
」
は
そ

の
史
料
名
称
の
示
す
如
く
、
茶
道
具
の
袋
類
に
用
い
ら
れ
た
裂
や
表
具
裂
に
つ
い
て
の

記
録
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
鴻
池
家
に
お
け
る
名
物
裂
の
蒐
集
と
利
用
の
実
態
把
握
を

進
め
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
の
翻
刻
に
着
手
し
た
。

一

　鴻
池
善
右
衞
門
家
と
茶
の
湯

ま
ず
簡
略
に
、
鴻
池
善
右
衞
門
家
（
以
下
、
鴻
池
家
と
呼
称
す
る
）
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
お
く
。

鴻
池
家
は
摂
津
国
川
辺
郡
鴻
池
村
（
現
兵
庫
県
伊
丹
市
）
の
出
身
で
、
始
祖
新
六
幸

元
が
清
酒
醸
造
で
財
を
成
し
た
。
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
一
六
二
四
）
に
大
坂
の
内

久
宝
寺
町
（
現
大
阪
市
中
央
区
）
に
進
出
し
た
と
さ
れ
る
。
新
六
の
後
継
と
な
っ
た
善

右
衞
門
正
成
（
鴻
池
善
右
衞
門
家
初
代
）
は
、
清
酒
業
か
ら
海
運
業
、
大
名
貸
を
経
て

両
替
店
を
開
業
、
二
代
之
宗
が
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
今
橋
二
丁
目
に
両
替
店
の

本
拠
を
構
え
鴻
池
両
替
店
発
展
の
礎
を
築
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
善
右
衞
門
家
が
以
後

の
鴻
池
家
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
実
質
的
な
本
家
と
な
っ
た
。
鴻
池
家
で
は
、
一
族

で
あ
る
分
家
、
奉
公
人
に
別
宅
を
許
し
た
別
家
は
同
族
団
と
し
て
本
家
に
従
属
し
て
お

り
、
全
体
と
し
て
鴻
池
家
を
支
え
た
の
で
あ
る（
2
）。

鴻
池
家
で
は
代
々
、
不
審
庵
に
師
事
し
て
茶
の
湯
を
学
ん
だ
が
、
同
家
の
茶
の
湯
は

ひ
と
く
ち
に
い
う
と
「
道
具
」
に
主
眼
を
お
い
た
茶
の
湯
で
あ
り
、
数
多
く
の
「
名
物
」
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も
蒐
集
し
た
。
そ
う
し
た
鴻
池
家
の
茶
の
湯
の
在
り
方
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
特
に
茶

の
湯
に
傾
倒
し
た
四
代
当
主
宗
貞
（
一
六
九
八
～
一
七
四
五
）
と
五
代
当
主
宗
益
（
一

七
一
七
～
一
七
六
四
）、
同
族
の
鴻
池
道
億
（
一
六
五
五
～
一
七
三
六
）
の
存
在
が
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
。
四
代
宗
貞
は
、
三
代
宗
利
（
一
六
六
七
～
一
七
三
六
）
の
子
で
、

宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）、
八
歳
で
家
督
を
相
続
、
号
は
宗
羽
、
又
継
塵
斎
、
了
瑛
と
も

称
し
た
。
五
代
宗
益
は
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）、
四
代
宗
貞
の
子
で
、
号
は
宗
知
、

利
永
、
吸
江
軒
、
思
遠
斎
。
と
も
に
鴻
池
家
の
絶
頂
期
に
生
ま
れ
育
っ
た
強
大
な
当
主

で
あ
っ
た
。
二
人
は
、
不
審
庵
の
六
代
覚
々
斎
原
叟
宗
左
、
七
代
如
心
斎
天
然
宗
左
に

師
事
し
て
茶
の
湯
を
学
び
、
如
心
斎
亡
き
後
は
、
八
代
啐
啄
斎
宗
左
の
後
見
と
も
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
大
徳
寺
玉
林
院
八
世
で
大
徳
寺
三
四
一
世
を
も
つ
と
め
た
高

僧
・
大
龍
宗
丈
（
一
六
四
九
～
一
七
五
一
）
と
も
交
流
を
結
ん
で
い
る
。
同
族
の
鴻
池

道
億
は
、
茶
器
目
利
き
で
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
鴻
池
家
初
代
善
右
衞
門
正
成
の

兄
・
善
兵
衞
秀
成
の
孫
に
あ
た
り
、
父
は
善
兵
衞
道
意
。
は
じ
め
善
三
郎
、
の
ち
に
彌

三
兵
衞
と
改
め
、
鴻
池
善
右
衞
門
家
と
同
様
、
両
替
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
家
業
は
子

の
善
兵
衞
秀
信
に
譲
り
茶
の
湯
の
道
に
専
心
し
た
。
老
年
、
入
道
し
て
「
萬
峯
道
億
居

士
」
と
称
し
、
近
衛
家
熙
、
如
心
斎
、
住
友
家
、
大
龍
宗
丈
ら
と
交
わ
り
を
結
ん
だ
こ

と
で
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

二

　鴻
池
家
と
草
間
直
方

本
史
料
の
裏
表
紙
表
に
「
西　

艸
間
」
と
あ
る
。
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鴻
池

家
六
代
当
主
幸
行
（
一
七
四
四
～
一
七
九
五
）
か
ら
八
代
当
主
幸
澄
（
一
七
八
五
～
一

八
三
四
）
の
代
ま
で
別
家
・
草
間
家
の
当
主
と
し
て
支
え
た
草
間
直
方
（
一
七
五
三
～

一
八
三
一
）
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

草
間
直
方
こ
と
鴻
池
屋
伊
助
は
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
京
都
に
生
ま
れ
た
。
字

は
士
徳
、
通
称
は
伊
助
、
晩
年
伊
三
之
助
、
別
号
に
和
楽
。
十
歳
で
鴻
池
両
替
店
の
京

都
店
へ
奉
公
し
、
翌
年
大
坂
へ
と
転
じ
た
。
安
永
三
年（
一
七
七
四
）、
鴻
池
の
別
家
の

ひ
と
つ
で
あ
る
尼
崎
町
一
丁
目
の
草
間
家
へ
婿
入
り
、
今
橋
の
鴻
池
本
家
に
勤
務
し

た
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
願
い
出
て
「
自
分
家
業
」
が
許
さ
れ
独
立
、
文
政

七
年
（
一
八
二
四
）
に
家
督
を
伊
作
直
諒
に
譲
り
引
退
し
た
。
直
方
は
家
業
の
か
た
わ

ら
学
問
を
重
ね
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
日
本
最
初
の
貨
幣
史
「
三
貨
図
彙
」

を
著
し
た
ほ
か
、「
鴻
池
新
田
開
発
事
略
（
天
・
地
・
人
）」（
文
化
九
年
・
一
八
一
二
）、

「
籠
耳
集
」（
文
政
五
年
・
一
八
二
二
）、「
草
間
伊
助
筆
記
」（
全
六
巻
、
大
阪
市
参
事
会

編
・
発
行
『
大
阪
市
史
』
五
巻
に
収
載
）
な
ど
の
重
要
な
記
録
を
残
し
た
。
同
時
期
に

茶
道
具
研
究
に
も
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
九
十
五
巻
に
索
引
二
巻
が
添
う
大
著
「
茶

器
名
物
図
彙
」（3
）と
し
て
「
文
政
丁
亥
と
し
初
冬
」、
つ
ま
り
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

に
ま
と
め
上
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
も
直
方
が
本
史
料
の
記
録
に
深
く

関
わ
っ
た
と
み
て
良
か
ろ
う
。

三

　史
料
の
梗
概

鴻
池
家
に
伝
来
し
、
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
「
袋
切
表
具
切
之

控
」
は
、
縦
一
四
・
三
糎
×
横
四
六
・
〇
糎
の
横
帳
で
、
表
紙
、
裏
表
紙
に
七
丁
を
挟

み
込
ん
で
お
り
、
六
丁
裏
と
裏
表
紙
裏
は
白
紙
で
あ
る
。「
切
類
控
」と
表
記
さ
れ
た
縦

三
〇
・
〇
糎
×
横
一
六
．
二
糎
の
外
袋
が
伴
っ
て
い
る
。
表
紙
表
に
「
文
政
十
丁
亥
歳

八
月
再
改
／
袋
切
表
具
切
之
控
／
修
覆
ニ
用
ひ
候
を
其
度
ゝ
印
置
可
申
事
」
と
記
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
掛
物
や
茶
道
具
な
ど
の
「
修
覆
」
に
用
い
た
裂
に
関
す
る
記
録
で
、
一

八
二
七
年
八
月
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
、
草
間
直
方
の
「
茶
器
名

物
図
彙
』
が
成
立
す
る
直
前
の
こ
と
で
あ
り
、
本
史
料
が
「
西　

艸
間
」
に
よ
る
記
録

で
あ
る
か
ら
に
は
、
直
方
が
同
書
を
ま
と
め
る
に
先
立
ち
、「
切
類
」に
関
す
る
記
録
を
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改
め
た
と
す
る
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

本
史
料
で
は
、
記
載
品
目
を
「
切
」
以
下
の
六
項
目
に
区
分
し
、
百
二
十
四
件
百
三

十
三
点
の
裂
名
、
数
量
、
使
途
等
の
情
報
を
記
録
し
、
異
同
の
生
じ
た
場
合
に
は
裂
の

有
無
や
使
用
目
的
等
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
裂
名
の
右
に
黒
印
泥
で
干
支
の
改
印
を
押

す
。
改
印
は
丸
形
の
枠
内
に
干
支
一
文
字
を
陽
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
記
載
事

項
の
確
認
の
た
め
に
定
期
的
に
点
検
あ
る
い
は
虫
干
し
を
実
施
し
、
そ
の
実
施
年
に
押

印
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
改
印
は
鴻
池
家
の
道
具
基
本
台
帳
で
あ
る
「
寛

政
三
年　

道
具
改
帳
」（
寛
政
三
年
・
一
七
九
一
）
に
も
押
印
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
改
印
は
角
形
の
枠
に
干
支
一
文
字
を
陽
刻
し
た
も
の
で
、
定
期
的
に
行
わ
れ
た
道
具

の
点
検
あ
る
い
は
虫
干
し
の
際
に
確
認
印
と
し
て
押
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
五
島
美
術

館
で
初
公
開
さ
れ
た
鴻
池
家
伝
来
の
二
種
の
名
物
裂
群
に
付
属
す
る
「
箪
笥
袋
切
目

録
」（
文
政
五
年
・
一
八
二
二
）、「
茶
入
袋
切
仮
控
録
」（
安
政
二
年
・
一
八
五
五
）
に

も
改
印
の
押
印
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
共
に
「
寛
政
三
年　

道
具
改
帳
」
へ
押
さ
れ
た
改

印
と
同
種
の
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
る
が
、
本
史
料
に
押
さ
れ
た
改
印
は
右
記
の
三
史
料
と

は
明
ら
か
に
別
種
の
も
の
で
あ
る
点
に
は
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い（
4
）。

な
お
、
本
史
料
の
記
録
者
で
あ
る
別
家
の
草
間
直
方
は
「
寛
政
三
年　

道
具
改
帳
」

が
編
ま
れ
た
時
期
に
鴻
池
家
の
今
橋
本
邸
に
勤
め
、
同
家
の
道
具
管
理
に
も
携
わ
っ
て

い
た
た
め
、
鴻
池
家
と
同
じ
道
具
管
理
方
法
を
草
間
家
に
お
い
て
も
導
入
、
実
践
し
て

い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
一
方
で
本
史
料
が
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
の
所
蔵
と

な
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
鴻
池
家
所
蔵
の
裂
類
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
っ
た
と

考
え
る
方
が
妥
当
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
本
史
料
の
帰
属
先
に
つ
い
て
は
、
鴻
池
家
、

草
間
家
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
決
定
づ
け
る
だ
け
の
有
力
な
判
断
材
料
が
存
在
し
な
い
た

め
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

註（
1
）
大
阪
歴
史
博
物
館
編
『
豪
商
鴻
池
―
そ
の
暮
ら
し
と
文
化
―
』、
東
方
出
版
社
発
行
、
二

〇
〇
三
年

拙
稿
「「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
と
鴻
池
家
に
よ
る
秘
蔵
品
の
出

品
」、『
大
阪
歴
史
博
物
館 

研
究
紀
要
』
第
十
二
号
収
載
、
二
〇
一
四
年
ほ
か

（
2
）
鴻
池
家
に
お
け
る
「
本
家
」「
分
家
」「
別
家
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
は

前
掲
（
1
）
に
掲
載
の
「
本
家
・
分
家
・
別
家
」
を
参
照
の
こ
と
。

鴻
池
統
男
著
、
廣
山
謙
介
監
修『
鴻
池
家
年
表
』、
鴻
池
合
名
会
社
発
行
、
一
九
九
一
年

（
3
）
前
掲
（
1
）
を
参
照
の
こ
と
。

草
間
直
方
著
、
永
島
福
太
郎
・
原
田
伴
彦
監
修
・
校
閲
『
茶
器
名
物
図
彙
』、
文
彩
社
発

行
、
一
九
七
六
年

同
書
の
記
述
範
囲
は
、
茶
の
湯
の
成
立
か
ら
江
戸
時
代
後
期
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
、
古

今
の
名
物
茶
器
を
詳
細
に
実
見
し
そ
の
記
録
を
挿
図
入
り
で
掲
載
し
て
い
る
。
長
く
草

間
家
に
よ
っ
て
秘
蔵
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
永
島
福
太
郎
・
原

田
伴
彦
両
氏
の
監
修
・
校
閲
に
よ
っ
て
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
4
）
前
掲
（
1
）
に
掲
載
の
「
道
具
帖
と
道
具
の
管
理
―
鴻
池
家
伝
来
の
茶
道
具
―
」
を
参

照
の
こ
と
。

佐
藤
留
実
「
新
出
・
鴻
池
家
伝
来　

名
物
裂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、『
五
島
美
術
館
研
究
紀

要
』
第
二
号
収
載
、
二
〇
一
四
年

［
附
記
］末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
史
料
調
査
な
ら
び
に
写

真
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
鴻
池
家
の
皆
様
な
ら
び
に
鴻
池
合
資
会
社
資
料

室
、
翻
刻
に
あ
た
り
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
兄
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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［凡例］

一、本史料の翻刻にあたり、墨付のある全九丁について全編写真を掲載した。但し、紙幅の都合上、

白紙であった六丁裏と裏表紙裏については写真掲載を見送り、白紙である旨を明記するに止め

た。

二、仮名は原則として原本通りとしたが、変体・合字などは通行のものに改めるとともに、漢字は

現行の字体を用いた。

三、誤記および必要と思われるところは、該当箇所の右に括弧を付し傍注した。

四、ふりがな、清濁は原文のままとした。

五、原本に丁数の記載はないが、便利のため、次のように示した。

　　　　　　　　表紙の表→表紙表　　　　一丁目の裏→一丁裏

六、○に干支を記したものは改印を意味する。

七、朱書等については（　　）内にその旨を明記した。

八、原本中の裂に関する表記で現行の表記と異なるものがあるが、原本通りとした。

　　　　　　　　金襴→金蘭　　　緞子→純子

九、原本中の表具裂に関する表記は省略されている場合がある。

　　　　　　　　中→中廻し　　上→天　　下→地　　風→風帯

［袋］

切類控
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［表紙表］

文政十丁亥歳八月再改

袋切表具切之控

修覆ニ用ひ候を其度印置可申事
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［表紙裏］

（この頁すべて朱書）

印ノ覚

　切 板張ノ分

　青 五枚継其分続板張

　黄 切地之分

　赤 茶具簟
（箪カ）
　笥ニ入分

　白 掛物■
（栖カ）

　黒 袋切
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［一丁表］

丑寅卯辰巳

切壹（朱書）

板張
一白地角龍古金蘭中風帯 大小六切

代百両成　秋印江付ル

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

切弐（朱書）

板張
一花色古金蘭中 上下抱
（柱カ）
　四切

代弐拾三両

 
丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

切三（朱書）

板張
一白地古金蘭小牡丹 大二切

代拾二両

丑寅卯辰巳午

切四（朱書）

板張
一奈良切安楽庵中 大四切

代金三百目　秋印江入ル

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

切五（朱書）

板張
一茶地印金中風帯　半切ツ 大小八切

代七百弐拾目

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

切六（朱書）

板張
一中時代鐘
（錦カ）
　紗中風帯 六切

丑寅
切七（朱書）

板張
一白紬地横物中 四切

置三日万ハゝ廣

墨地ニ用ル

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

切八（朱書）

板張
一細川純子色違中 六切



（112）

袋切表具切之控　―鴻池家における名物裂の蒐集と利用―

［一丁裏］

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥

切九（朱書）

板張 　　三幅對分

一白金地中牡丹古金蘭一風 十二切

代拾三両

丑寅卯辰

切拾（朱書）

板張
一和物金地小牡丹中風帯 六切

　　　　　　　　　常信表具ニ成

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥

切十壹（朱書）

板張
一時代紗半セツ一風帯　一休着
（巻カ）

物 四切

丑
　紫地印金切 大小四切

丑寅卯辰巳午

切十二（朱書）

板張
一萌黄地大横物印金一文字上地 二切

　同　半セツ一文字上地 二切

　茶地作り土印金一風帯 四切

秋印ヘ入ル　四切之内二切半セツ

　　　　　　　　　　一文字板張有

丑寅卯辰

切十三（朱書）

板張
一茶地高麗印金半セツ一文字 二切

鴻久兵衛へ進物の返物ニ遣切七枚

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

切十四（朱書）

板張
一手違萌黄地印金一風帯 四切

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥

切十五（朱書）

板張
一時代紗一風帯 四切

　白地古金蘭一文字 二切

　古金蘭印金小切数

表具袋足之切用意

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

切十六（朱書）

一白地中牡丹古金蘭一風帯 四切

　紫時代紗一文字 二切
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［二丁表］

萌黄紗一文字 二切

卯十一月改

（紙貼で訂正）

　切十七

　一唐織紫地紗中風帯 六切

卯三月■■ニ用ル

卯辰巳

切十七（朱書）

一紋海黄大切 弐切

　　　　　　　　秋印江付ル

代四貫三百目

卯辰巳午未申酉戌亥丑

切十八（朱書）

一花色小牡丹古金蘭一風 六切

紬白巻三幅對ニ合ス分

辰巳午未申酉

切十九（朱書）

一紫地印金一文字

午未申酉戌亥丑

切弐十（朱書）

一丹地安楽庵中　金地宝珠龍

（二丁表付箋）

白茶地時代紗大牡丹上下　　一

同　　　大桐袍柱左右　　　一

弐枚之中
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［二丁裏］

　　　青印（朱書）

五枚継板ニ張分

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

一紗安楽庵雲鶴中　　　　　　　大小

 六切

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥

一紫地降智模様茜一文字 二切

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥

一石山紗半セツ一文字 二切

丑寅卯辰

一糸屋切　辰年 一切

　　一休一風ニ用ル

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

一銀蘭大一文字 二切

丑寅
一竹屋町風帯 二切

丑寅卯辰巳

一金地古金蘭一文字 二切
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［三丁表］

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥

一繻子地雲模様古金蘭　　　　　大小

 二切

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥

一銀花織 一切

丑卯辰午未

一朝鮮紗紺地　　　　　　　　　大

 一切

卯辰巳午 一文字　　　　　　　大小

一大黒屋　大一文字二組 二切

此節合

卯辰　　　　　　　実信公懐紙

一紺地紗一風用竪切　一風ニ用ル 二切

卯午
一ヒロウト地大一文字 二切

卯辰午未申酉戌亥

一茶地紗中風帯 六切
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［三丁裏］

切地之部

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黄壹（朱書）

紙包
一人形緞子横物三幅對上下 六切

丑寅
黄弐（朱書）

紙包
一七官庵緞子一丈二尺六寸

寅八月大鏡乃打敷ニ上ル

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黄三（朱書）

紙包
一紅花テレ布九尺　寅正月茶箱袋ニ

　　　　　　　　　用ル

　　　　　　　　　今鴻印

　　　　　　　　　　　在■

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黄四（朱書）

風呂敷ニ包 　　　大中

一和物廣東嶋 五切

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黄五（朱書）  　　　大

一建仁寺模様和物金蘭 一切

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黄六（朱書）

掛物■
（栖カ）
　ニ張巻置 　　　大

一茶地焼切大牡丹 五切

未申戌亥丑

七（朱書）

紬茶地和物金蘭　九尺

白茶和純子　　　全一丈

未申酉戌亥

八（朱書）

紺地紗　　　　　全一丈

紅地金蘭　　　　同

未申酉戌亥

九（朱書）

　和
一蜀拝

（物カ）
　五尺

未申戌亥丑

十（朱書）

一白地金蘭



（117）

大阪歴史博物館 研究紀要　第13号（2015）

［四丁表］

茶具箪笥引出しニ入ル分

丑卯辰巳午未戌亥

赤壹（朱書） 　　　　　　　　　大

一紺地中牡丹時代焼切 壹切

丑卯辰巳午未戌亥丑

赤弐（朱書）

一丹地小牡丹上手焼切 一切

丑卯辰巳午未戌亥丑

赤三（朱書）

一萌黄地中牡丹時代焼切 一切

丑卯辰巳午未戌亥丑

赤四（朱書） 　　　　　　　　　大中

一大紋白茶地時代焼切 二切

丑卯辰巳午未戌亥丑

赤五（朱書）

一茶地朝鮮紗 一切

丑卯辰巳午未戌亥丑

赤六（朱書）

一萌黄紬地中牡丹 一切

丑卯辰巳午未戌亥丑

赤七（朱書）

一銀蘭梅鉢大紋 一切

丑卯辰巳午未戌亥

赤八（朱書）

一段緞子 一切
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［四丁裏］

丑卯辰巳午戌亥丑

赤九（朱書）

一花色靏紋緞子 一切

丑卯辰巳午戌亥丑

赤拾（朱書） 　　　　　　　　　大小

一蜀拝
（物カ）

 二切

丑卯辰

赤十一（朱書）

一白茶地縫模様海黄　匠新書 一切

　　　　　　　　　　　表具

丑卯辰巳午未戌亥丑

赤十二（朱書）

一糸海気 一切

丑卯辰巳午未戌亥丑

赤十三（朱書）

一紅花嶋海気 一切

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

赤十四（朱書） 　寅金■季

一和物萌黄地竹屋町紗一■
（外カ）
ニ用ル 一切

丑卯辰巳午

赤十五（朱書）

一紫地紬地　未年一休小色紙ニ 一切

 用ル

卯辰巳午未戌亥

赤十六（朱書） 　　辰年一休ニ用ル

一有紋萌黄地純子　風呂敷 一包分

一丑牡丹模様茶地純子 一切

一茶地蘭紋純子　一切
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［五丁表］

赤十七（朱書）

一茶地雲壽家紋中 四切

赤十八（朱書）

一白地焼切梅鉢紋中 四切

　　■
（操カ）

　■
（寅カ）

　茶箱用ル

一丹地安楽庵金地宝珠龍

［五丁裏］

（白紙）
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［六丁表］

　　　掛物■
（栖カ）

　之分

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

白壹（朱書）

一三幅對

　　中　　時代焼切

　　一風　花色古金蘭 軸なし

　　上下　庵緞子

丑寅
白弐（朱書）

一二幅對　　　　寅冬吸江斎一行ニ用ル

　　中　　呂金

　　一風　花色金蘭 軸なし

　　上下　茶

丑寅
白三（朱書）

一三幅對　　　　天保卯年

　　　　　　　　文政二卯年十治郎殿へ遣

　　中　　緞子

　　上下　浅黄 軸なし

　　一文字　金蘭　風帯なし

丑寅卯

白四（朱書）

一一幅　　　通茂卿■
（散カ）
　　　　　火懐帋ニ遣

  勘七様

　　中　　白地雲金蘭

　　上下　浅黄緞子 象牙軸

　　一風　紺地金蘭

白五（朱書）

一大横物　　　　丑六月万八ヘ送ル

　　　　　　　　　　■■表具

　　中　　白地縫紗　卯五月大龍治岡

　　一風　萌黄金蘭　　　　　ニ用ル

　　上下　浅黄シケ

丑寅
白六（朱書）

一小横物

　　中　　時代紺地紗　時代若し

　　上下　蘭地 板廣

　　一風　和印金

丑寅卯辰巳午未申酉

白七（朱書）

一竪物半セツ

　　中　　時代縫紗

　　上下　萌黄■
（紬カ）
　　　　　　　　　象牙軸

　　一風　なし
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［六丁裏］

丑寅卯辰巳午未申酉戌丑

白八（朱書）

一小横物

　　中　　白地金蘭中古

白九（朱書）

一浅黄緞子 　　一巻

　　　　　　　　天保卯年

　　　　　　　　　相■晴川三ふく對ニ用ル

卯辰
白十（朱書）

一シユチン緞子　無地■中ニ■■

卯辰未申

白十一（朱書）

一茶地焼切中 四切

袋切類

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒壹（朱書）

一紹鴎廣東　底共

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒弐（朱書）

一金地安楽庵　底共

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒三（朱書）

一奈良切安楽庵　底共

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒四（朱書）

一計（針カ）屋切　底共

丑寅卯辰

黒五（朱書）

一定家緞子一切　辰年了入茶入遣

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒六（朱書）

一荒磯緞子　底共
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［七丁表］

丑
黒七（朱書）  卯年

一紹鴎緞子袋二ツ分 ■米ヘ遣也

丑寅卯辰巳午

黒八（朱書）

一伊東廣東　底共 向白茶入遣

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒九（朱書）

一黄緞挽家袋　大三切 表具の所ヘ入置

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒拾（朱書）

一綾珠光

丑寅卯辰巳午未申酉●丑

黒拾壹（朱書）

一波ニ計
（竹カ）

　鳥金入緞子

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒十二（朱書）

一海気裏地類色々

丑寅卯辰巳午未

黒十三（朱書）

自是吟袋

一萌黄地安楽庵袋　一　表紋海気

丑辰巳午未申酉戌亥丑

黒十四（朱書）

一日野廣東袋

丑寅卯辰巳午未申酉戌亥丑

黒十五（朱書）

一無銘廣東袋　五ツ

丑寅卯辰午未申

黒十六（朱書）

一雲模様安楽庵袋

丑寅
黒十七（朱書）

一より金袋 笠阿ミ棗ニ

 　　　　用ル
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［七丁裏］

丑寅卯辰巳午未申

黒十八（朱書）

一花織松留メ袋

丑寅卯午未

黒十九（朱書）

徉隺緞子袋

卯辰
黒廿（朱書）

一茶地鶴頭袋一表

　花きりん袋　朝日春■ニ用ル

巳午
一法隆寺廣東　大切

　　　　　　　杜■へ入ル一

新渡金更紗壹反　地アイ

同　タヒイ　萌黄地布物也

［裏表紙裏］

（白紙）
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［裏表紙表］

西　艸間




